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　こどもの森に来て約１年が経ちました。
こどもの森で感じたことを書きたいと思
います。
　来てからすぐの頃のある昼休み、低学
年の子に「公園で遊ぼう！」と誘われま
した。そのとき、自分はあんまり外で遊
びたい気分ではなかったのですが、せっ
かく誘ってくれたので 「いいよ、やろ
う！」と答えました。すると、その子か
ら「ぶっきーいいの？ 青い帽子かぶって
ない？」と言われました。青い帽子とは、
我慢や自分の気持ちを抑えていることの
象徴です。以前に「平和のレシピ」とい
うテーマ学習で学んだものでした。
　こどもの森に来たばかりの自分にとっ
ては、その子から言われた言葉が衝撃的
でした。「大人は子どものために自分の
やりたいことをある程度我慢する」とい
う価値観が自分の中に根付いていたこと

に気付かされたからです。こどもの森に
は、「自分を大切にする、人を大切にす
る」ってことが空気のようにあって、「私
はこう思うけど、あなたはどう思う？」
のような対等で互いの自由を尊重する雰
囲気があります。僕は、この空気感がす
ごく好きで、この雰囲気が社会にもっと
広がっていけばよいのになぁと思ってい
ました。しかし、「この子たちが社会に
出て行くってことは、学園はそういう共
生的な社会を広げていっているのかもし
れない」と最近は思うようになりました。
　まちづくりって、地域活性のイベント
などもそうですが、教育という人の内面
を通したまちづくりもあるんだと思いま
す。４つの森を通して、これからも私た
ちが望むまちづくりを進めていけたらと
思っています。今年もみなさんよろしく
お願いします。（矢吹 卓也）

　毎年ゼロからの話し合いで作り上げてい
く低学年のお泊まり会。
　今回もお泊まり会実行委員として 3 年
生が話をリードし、行き先や過ごし方につ
いて決めていきました。
　多数決を取らない決め方は民主的ではあ
るものの、時間がかかります。なかなか決
まらず、みんなの中にも焦りや苛立ちが出
てきましたが、この過程を大切にしたいと、
スタッフは見守ってきました。そうして無
事に迎えられたお泊まり会では、公園や学
校内でひたすら遊び、夜もおしゃべりやお
やつ交換をするなど、子どもたちは非日常
的な学校生活を楽しんでいました。

　4 月から 6 年生を中心に準備を進めてき
た高学年クラスの修学旅行。これまでの 1
泊 2 日が、今回は念願の 2 泊 3 日の旅に
なりました。
　2 泊にすることは簡単に決まったわけで
はありません。何度も話し合いをして、1
学期には夏祭り、2 学期は秋祭りという新
しいイベントを催したり、ロハス in こど
もの森、多民族フェスティバルなどに参加
して資金を集めてきました。箕面キューズ
モールでのフリーマーケットでは、たくさ
んの寄付も頂きました。
　今回の目的地は、神戸と USJ。ポート
タワーにのぼったり、南京町でみんなで夕
食をとったり、USJ では丸一日をすごし
ました。たくさん歩いて、ノンストップで
駆け抜けた 3 日間でした。　（藤丸）

　平成最後の年を迎えましたが、学園は、
これからも新たな希望に向かって前に進ん
で行こうとしています。
　子どもたちが迎える未来の社会との関わ
り方や創り方を想像すると、いろいろなこ
とが浮かんできます。より良い未来を創る
ため、箕面こどもの森学園をよろしくお願
い致します。（日置）

　11 月上旬、中学部ではフィリピンのセ
ブ島とネグロス島へ 10 泊 11 日の旅に出
かけました。
　こどもの森では、海外の旅行でも子ども
たちが多くの役割を担います。宿泊先の予
約、食事場所や交通手段・観光先を決める

　低学年は、食卓にあがる食べものがどこ
から来るのかスーパーへ産地調べに行きま
した。国内だけでなく地球の裏側からも来
ることに驚きました。よつば農産やカップ
ヌードルミュージアム、舞洲ごみ処理場へ
行き、食べものの流れを学習しました。そ
の後「食べものの旅」のジオラマづくりと
調理のグループに分かれて発表しました。
そして地球にも体にもいい食べもの選びの
ポイントを書き冊子を作りました。
　高学年は、まずどのように食べものを「買
い」「食べ」「捨て」ているのかを考えまし
た。関西よつば連絡会の方のお話を聞いて、
農家の現状を知り、生産・消費・流通がと
もに喜び合える関係を考えました。
　個人発表では「オーガニック食品」「和
牛と国産牛のちがい」「食料自給率」「品種
改良」「食品添加物」「ミツバチがいなくなっ
たら」「食品ロスの裏側」など、深く調べ
て自分にできることを話しました。　　食
物の生産から廃棄までを学び、自分の食生
活を考え、責任を持つことの大切さに気付
いた学習になりました。 ( 芳仲ま )

2018・2019年度の生徒募集をしています！
自分も人も大切にしながら、いきいき

と学べる学校に入学しませんか？

募集人数：2018 年度 中学部１年生（若干名）
　　　　　2019 年度 中学部１年生（若干名）
※ 小学部は定員満了。欠員待ち登録受付中
見 学 日：月・水・金（事前申し込み必要）
体験入学：学校見学の後、所定日数の学習
	 　体験をしていただきます。
入学面接：ご相談の上で日程を決めます。

※ ご見学、ご入学をご希望の方は、下段の
　 各種お問合せ先までご連絡ください。

　20 代～ 70 代までの人たちが、年齢
や性別の枠を超えて、同じ夢を描くチー
ムの一員として和気あいあいと活動でき
るのが、箕面こどもの森学園の醍醐味。
　ぜひ、もりもりサポーター（会員）に
なって、ご関心のあるところに参加して
いただければとてもうれしいです！

各種お問い合わせ先：

〒562-0032
大阪府箕面市小野原西
6 -1 5 - 31
TEL&FAX：072 ー 735 ー 7676
メール：info@kodomono-mori.com
U R L：http://kodomono-mori.com

＊こどもの森：インターン（学習サポート）
＊おとなの森：教育カフェマラソン実行委員
＊こそだての森：保育サポーター
＊ミライの森：ロハス実行委員
＊全体：ファンドレイザー、イベントサポーター

こと、旅費の管理など、事前に情報を調べ
現地の案内役をして、旅を作っていきまし
た。困った時や意見が分かれた時も、話し
合いながら問題を解決していきました。
　セブ島では歴史遺産の見学やアウトドア
など観光を、ネグロス島では現地のユース
ボランティアと一緒に活動しました。学校
での交流、ホームステイ、日本文化の紹介
や日本食作り。山でキャンプをして、海で
泳ぎ、泥んこになりながらのマングローブ
での植林。日本と異なる生活や文化にふれ、
海外の同世代とともに過ごすなかで、言葉
が通じないもどかしさも、言葉が通じなく
ても共有できる時間や気持ちがたくさんあ
ることも知りました。
　11 日間、楽しいことも大変なことも、
多くの経験をみんなで重ねた旅になりまし
た。（高原）

■子育てカフェ「こどもの森のハッピーアドバイス」

■もりラボ企画「コミュニケーション講座」

「自己肯定感」をいろんな角度から考え、ワークをします。
第 1 回 1/16( 水 )「苦手な人とのつきあい方」
第 2 回 2/13( 水 )「ひといちばい敏感なあなたへ ～ HSP, HSC , HSS ～」
第 3 回 3/13( 水 )「幸せな人生の見つけ方」

【時　間】10：00 ～ 12：00
【参加費】2,000 円　＊ 3 回まとめて申し込むと 6,000 円→ 5,000 円に！
【講　師】坂本田鶴子、守安あゆみ（認定子育てハッピーアドバイザー）
【定　員】20 名

聴き方、伝え方、平和的な対立の解き方について学ぶ連続講座です。
第 1 回 2/2( 土 )　第 2 回 3/2( 土 )　

【時　間】13：00 ～ 17：00
【参加費】10,000 円
【講　師】守安あゆみ（日本メンタルファウンデーション協会認定コーチ）
【定　員】6 名

■教育カフェマラソン
　2 ヶ月に 1 回、さまざまな分野の方を話題提供者にお招きし、教育について語り
合っています。学校教育だけにとらわれず、子育てや地域・まちづくりなど、幅広
い視点で考えたいと思います。最新情報は HP をご覧ください。

　こんな風に、とことん話し合う中で一人
ひとりの意見が大切にされる経験を積み重
ねて、子どもたちが平和的に物事を決定し
ていく人たちになってほしいと願っていま
す。（福田）

《 編集後記 》

お泊まり会

教育はまちづくり雑　感

テーマ学習
〜 食べものの旅 〜

こそだての森

おとなの森

修学旅行
～ 神戸・USJ の旅 ～

フィリピン研修旅行

こんな学校に出会いたかった！！
♪♪箕面こどもの森学園 生徒募集♪♪

もりもりサポーター大募集！

各種イベントのお知らせ（ 1 月〜3 月 ）
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『江戸の冬アイテム』
江戸時代の暮らしが好きなことから、その時の気候や冬の過
ごし方・現代との違い。

『日焼け』
釣りに出かけた時にひどい日焼けで大変だった経験から、日
焼けのメカニズムや対策。

『〇〇と○○のちがい』
よく考えると違いがわかりにくい言葉調べ。居眠りとうたた
寝・卵と玉子は？

＜ 他にもこんなミニ講座があります ＞
好きな音楽・バスケットボール・面白い名前の魚・広告写真
に使われているトリック・キャラクトロジー心理学・数秘術・
お誕生日占い・おすすめの文房具・おすすめの勉強法とアプ
リ・私のおすすめ本と作者・おすすめ漫画・ジブリクイズ・
考えさせられる絵・絵の描き方などです。

　中学部では毎日お昼前に 20 分間のミニ講座の時間があり
ます。スタッフが提供する英語や数学、漢字や読書に加え、
中学生がつくるミニ講座が開かれています。
　学期に一度、一人ひとりが担当するこの時間、テーマは自
由です。自分の好きなことやその時のできごと、日常で生ま
れたふとした疑問など、一人ひとりの視点や言葉で伝えます。
関心のあることに目をむけ、それをどのように伝えるか工夫
することを通して、自分を見つめ表現することにチャレンジ
してみる時間。聞いている人も、その人の知らなかった一面
に気づいたり、テーマについて新しい発見があったりと、そ
んな時間を楽しんでいます。

ミニ講座の内容の一部をご紹介します。
『コマ撮りの作り方』 
レゴのコマ撮りでした動画の作成経験をもとに、苦労したこ
とや撮影の工夫とポイント。

　つるみのトイザラスにベイブレードたいかいを

やりにいって、たのしかったけど、まけていやや

った。あいては、ほぼむげんにまわるベイブレー

ドだったからまけた。　　　　　　　　　　　　　

　くまもんが好きだったので、作りました。

　まずは、ウール用ニードル、白と黒と紫とピンクの

羊毛を準備します。最初に、くまもんの黒い耳を作っ

て、耳の上に白をのせます。そして、顔をつくります。

そこに、うでとからだとあしとリボンをつけます。　

むずかしかったのは、目をつくるところですが、から

だを作ったのが、楽しかったです。もう少しやったらよ

かったことは、目をもうちょっときれいに作ったらよ

かったです。次は、くまもんの服を作ってみたいです。 　半年間の Manabee プログラムの最
終回は、自己肯定感、自己決定、対話、
ESD という 4 つの要素を盛り込んだプ
ログラムの実践報告会でした。
　今回は、3 グループが実際に学園の子
どもたちに実施したプログラム「詩を書
こう」「幸せについて哲学しよう」「みん
なのだいすきであそぼう　たからものを
みせよう」について報告しました。どの
グループも、実際に自分たちが考えたプ
ログラムをやってみることで、いろんな
気づきがありました。
　その後みんなで軽食を食べながら、今
回のプログラムを振り返って感想を話し
合いました。「Manabee プログラムで人
生が変わった」「自分が本当はどう生き
たいのかを見つめ直すことができた」な
ど、深い言葉が共有される素敵な時間に
なりました。( 藤田 )

りますが、すでに私たちを含むいくつか
の重点校が自主的に活動を開始しようと
していて、ACCU もサポートしてくれて
います。本当の役割はこれからです。今
後のサスティナブルスクールの活動にも
ご期待ください。（佐野）

　文部科学省委託事業でユネスコ・アジ
ア文化センター（ACCU）がコーディ
ネートしてくれた「サスティナブルス
クール (ESD 重点校 ) 事業」が 3 年間の
プログラムを終えました。
　箕面こどもの森学園は、全国公募で
24 校の中に選ばれ、世界中で実施され
た気候変動プログラムにも参加。
　その他様々な研修会や交流に参加し、
実りある活動ができました。ただ 3 年間
という期間は重点校からその他のユネス
コスクールへのインパクトを生み出すに
は短すぎるものでした。
　今後はこの予算がつかない可能性があ

てさぁでかけよう～」。
　豊能、箕面、吹田や川西からの 8 組の
親子にご参加いただき、ぐりとぐらの絵
本の世界を楽しみました。「どっぷり工
作するのは学生の時以来かも！」「この
色のポケットがいい！」と親子の会話が
弾みます。ぼうしをかぶり、リュックを
背負ったねずみたちは、秋晴れの下、公
園で木の実を探したり、消防署へ出かけ
ポンプ車を見学させてもらったりしまし
た。
　第 2 回目は 3 月に、「子育てハッピー
アドバイス」。自己肯定感を育むことの
大切さを、子育てハッピーアドバイザー
がお伝えします。
　自然豊かな豊能町で、地域の人とつな
がりながら “こどもの森の魅力” を発信で
きればいいなぁと思っています。（西川）

　2018 年 4 月に豊能町の新たな魅力を
創造するプロジェクト “トヨノノドリー
ム” が始動し、図書館活用による地域活
性化枠において、箕面こどもの森学園の
企画が採択され、イベントを行うことに
なりました。
　10 月に開いた第１回目は、「ぐりとぐ
らのえんそく～リュックとぼうしを作っ

　2018 年 10 月 27 日に「第 14 回ロハ
ス in こどもの森」が開催されました。
　今回のテーマは「世界を感じるロハ
ス」。出店者の方には出店内容にちなん
だ国を選んでいただき、子どもたちと出
店者の方々の交流を目的に各国クイズを
用意し、スタンプラリーを行いました。
これによって、子どもたちも楽しく各国
を学び、出店者の方々も、子どもたちと
笑顔で交流されていました。
　今回のライブショーでは、箕面出身の
シンガーソングライターの “北川たつや
さん” 箕面こどもの森学園の卒業生 “北
出むぎとさんの海外旅行の話”、“ダルシ
マーの演奏” など、多彩な内容でした。
また、今回は新たな試みとして、ライブ
の様子を各会場でも見れるように、ライ
ブビューイングも実施しました。15 周
年記念らしい様々なチャレンジと共に、
ほっこりできる 1 日を過ごすことができ
ました。
　毎年新しいことにチャレンジし、進化
していくことを楽しめる仲間と場がある
ことを改めて実感しました。
　来年のロハスでは、どんなチャレンジ
ができるか楽しみです。（井上）

　木工がしてみたかったので、つくえを作りまし

た。

　まず、いたの横に２枚、ネジでとめます。つぎに後

ろにクギで板をとめます。さいごに、うらに長方形の

木をはって、かんせいです。

　むずかしかったところは、クギをうつところです。

楽しかったところは、ネジをまわすところです。

　もうすこしこうしたらよかったことは、もっとピ

ッタリな木をさがしたらよかったことです。

　11 月 28 日のあさ、でんしゃでがっこうにむか

っていたら、ほかのひとがでんしゃのまどガラスの

そとをみていて、なんだろう？とおもってみたら、

けむりがいっぱいでていたから、びっくりした。

【小学部】

【中学部】

「世界を感じるロハス」
－ 新しい試みを実施 －

中学生のミニ講座

トヨノノドリーム

学び場コーディネーター
Manabee プログラム

報告会＆交流会

ESD 重点校のこれから

くまもん ( 羊毛フェルト）メロディ（小４） 

そら（小１）

　つくえ ( 木工 ) 　　　　きき（小２）

かなと（小１）
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